
久慈港長期構想検討委員会 第１回委員会・幹事会

令和４年９月21日（水）
岩 手 県

資料－５



１ 久慈港長期構想の目的と概要

２ 久慈港の現状

３ 久慈市の現状と久慈港を取り巻く環境変化

４ 久慈港の方向性

５ 参考資料

目次



-2-

（１）久慈港長期構想の目的と概要
１ 久慈港長期構想の目的と概要

【長期構想の目的と概要】

○ 2050年カーボンニュートラルの実現や、検討が進んでいる久慈市沖の洋上風力発電
事業、三陸沿岸道路の全線開通等、久慈港を取り巻く環境変化を踏まえ、20～30年程度
の長期的視点に立った、久慈港の利用及び整備の基本的な方向性を示す総合的な港
湾のビジョンとなるものです。

○ 主な項目としては、基本目標、久慈港に必要な機能、ゾーニング、多様な主体が連携
した取組、ロードマップ等を設定します。



２ 久慈港の現状
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（３）久慈港港湾施設の概要と利用状況
（４）久慈港の入港船舶
（５）久慈港背後の立地企業の概要
（６）久慈港の施設経過年数
（７）クルーズ船寄港状況
（８）みなとにおける賑わい空間
（９）防災への対応状況



大正11年 指定港湾に編入

昭和２６年 全国避難港に指定

昭和３１年 諏訪下地区掘込港湾建設着手

昭和４４年 諏訪下地区堀込港湾完成

昭和４７年 諏訪下地区外防波堤着工

昭和５０年４月 重要港湾に指定

昭和５２年３月 港湾計画（新規）策定（昭和６０年目標）

昭和５９年７月 諏訪下地区(-10m)岸壁完成

昭和６０年１１月 港湾計画改訂

平成２年 久慈港湾口地区防波堤事業着手

平成６年 国家石油備蓄基地完成

平成６年 久慈地下水族化学館「もぐらんぴあ」オープン

平成８年３月 半崎地区（-5.0ｍ）岸壁完成

平成１７年 みなとオアシス認定

平成１８年 北日本造船㈱久慈工場設立

平成２３年 東日本大震災

平成２５年 災害復旧事業完成

平成２８年 野田バイオパワーJPの営業運転開始

令和３年 三陸沿岸道路（仙台～八戸　359km)開通
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２ 久慈港の現状
（１）久慈港の位置、沿革

○ 久慈港は県沿岸部の北部に位置し、古くから漁業の拠点として栄えてきました。昭和30年代以降は漁業に加
えて鉱産品や林産品等を搬出する港として発展してきています。

○ 現在、津波からの防護と、港内の静穏度を確保するため、湾口防波堤の整備が進められています。

久慈港の全景

主な沿革
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諏訪下地区

玉の脇地区

半崎地区

湾口地区

久慈市街

三陸沿岸道路

至 内陸方面

至 八戸
至 宮古

半崎地区諏訪下地区・玉の脇地区

久慈市●

現在、湾口防波堤を建設中



２ 久慈港の現状
（２）久慈港の取扱貨物ー１

○ 全体の取扱貨物量については、薪炭（しんたん）※1の輸入、硅石（けいせき）※２の移出、船体ブロックや鋼材の移出入、復興
道路の資材等の移入などがあり、増加傾向となってきていましたが、復興道路事業の進捗などによりR3は減少しています。

※１ バイオマス燃料となるパームヤシ殻（PKS）
※２ 主にシリカからなる岩石の総称で、鉄鋼やセメントなどの材料となる

（千トン）

久慈港の取扱貨物量（令和３年速報値）

-5-輸入 輸出 移入 移出

資料：岩手県港湾統計



（２）久慈港の取扱貨物ー２
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（千トン）

（千トン）
（千トン）

（千トン）

○ 「輸入」・・・・H28年からのバイオマス発電の開始に伴い、薪炭（PKS）が安定して取り扱われています。
○ 「輸出」・・・・原木の取り扱いが令和3年度から始まっています。
○ 「移入」・・・・復興道路のための再利用資材が増加してきていましたが、R3年12月に全線開通に伴い事業完了しました。
○ 「移出」・・・・硅石が増加してきています。
○ なお、最近では内陸部の陸上風力発電のための部品が荷揚げ・保管されています。

（千トン）

鉄鋼

硅石

（硅石）

再利用資材

鋼材
石材

その他輸送機械
（船体ブロック）

非金属鉱物

砂利、砂

窯業品

２ 久慈港の現状



（３）久慈港港湾施設の概要と利用状況（諏訪下地区）

○ 新港の岸壁については、主にバラ貨物が主体となっています。 ○ 堀込の岸壁および玉の脇地区については、主に水産品を取り扱っています。
○ また、内陸部の風力発電のための部材の取り扱いも出てきています。 ○ クルーズ船については、-10m岸壁に着岸しています。

係留施設の凡例
水深2.0ｍ物揚場
水深3.0m物揚場
水深4.5ｍ岸壁
水深5.5ｍ岸壁
水深6.0ｍ岸壁
水深7.5ｍ岸壁
水深10ｍ岸壁

水産品

非金属鉱物、薪炭、
原木、風力発電部材等

クルーズ船着岸岸壁
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諏訪下地区
（掘込） 諏訪下地区

（新港）

非金属鉱物、薪炭等

原木（諏訪下地区新港）

水産品

ふ頭用地（貨物の荷揚げ、保管に使
用される、県が管理する港湾施設）

背後立地企業
（非金属鉱物）

久慈市営魚市場

２ 久慈港の現状

背後立地企業
（水産品）

水産品

玉の脇地区



（３）久慈港港湾施設の概要と利用状況（半崎地区）

○ 半崎地区の岸壁については、主に船舶の部品となる鋼材や、工場で製作した船体ブロックの取り扱いが主体となっています。

○ また、地下石油備蓄基地や久慈地下水族科学館「もぐらんぴあ」が立地しています。

凡例
水深4.0ｍ物揚場
水深5.0ｍ岸壁

地下石油備蓄基地

もぐらんぴあ
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船体ブロックの積み出し状況

ふ頭用地（貨物の荷揚げ、保管に使
用される、県が管理する港湾施設）

背後立地企業
（造船）

鋼材、船体ブロック

２ 久慈港の現状
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（４）久慈港の入港船舶

○ 入港船舶数は、漁船が最も多く、続いて「内航商船」の利用が多い港となっています。
○ 船舶のサイズについては、輸入が1,000総トン以上の船舶の割合が徐々に増えてきており、漁船を除くと少しずつ大型化の傾

向が見られます。
総トン： 船の大きさを表す単位の一つで、密閉された船の内部の総容積を表す。2.83m3（100立方フィート）を1tとして換算する。

２ 久慈港の現状

資料：岩手県港湾統計



企業名 主要生産品
① (株)東京ドレス研究所 婦人服
② 岩手モリヤ(株) 婦人服
③ (株)プランタンいずみ ベビー、子供服
④ ミドリ久慈衣料(株) 作業用ユニホーム
⑤ (株)アクティブ　久慈工場・山形工場 肌着、婦人服
⑥ (株)七星 剣道防具
⑦ (株)岩手村田製作所　久慈工場 水晶振動子、水晶発振器
⑧ (株)ジュークス 携帯電話実機・モックアップ
⑨ 室電子工業(株)　岩手工場 各種モーター用ハーネス
⑩ 八戸缶詰(株)　久慈工場 冷凍加工食品
⑪ (株)十文字チキンカンパニー　久慈工場 ブロイラー解体加工
⑫ (株)マルサ嵯峨商店 水産加工食品
⑬ (有)O・B・Fのだ 水産加工食品
⑭ (株)十文字丸善スープ スープ製造
⑮ 久慈琥珀(株) 琥珀装飾品
⑯ 北日本造船(株)　久慈工場 船殼ブロック製造
⑰ コーキ(株)　久慈コールセンター コールセンター
⑱ 福山通運グループ　東北王子運送(株)　久慈営業所 運送 -10-

（５）久慈港背後の立地企業の概要

○ 久慈港の背後には、水産加工品関係の会社や石材等を取り扱う鉱業関係の会社、造船会社や石油備蓄基地が立地してい
ます。

○ 久慈市の隣にある野田村にはバイオマス発電会社があり、薪炭の取り扱いにおいて諏訪下地区の港湾を利用しています。
○ また、久慈市では積極的な企業誘致を行っており、現在では市内に１８社の企業を誘致しています。
○ 久慈港から2kmの距離に工業団地が位置しており、数社が既に立地しています。

【誘致企業一覧】

【久慈地区拠点工業団地】

【誘致企業位置図】

久慈港

水産加工品など
●

●●
●

鉱業関係

●

造船 ●
石油備蓄基地

■
久慈市営魚市場

工業団地

バイオマス発電

【久慈港背後立地企業の概要】

２ 久慈港の現状

資料：久慈市HPより



（６）久慈港の施設経過年数

○ 久慈港の港湾施設については、一般にコンクリート構造物の耐用年数としている50年を経過しているものがあり、一部で施設
の損傷が見られます。

○ 港湾施設について、50年以上経過する施設が今後増えていきます。
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港湾施設の損傷事例

10%

33%

57%

88%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

H27d時点 10年後 20年後 30年後

※ 港湾施設数（建設年不明瞭除く）：213施設

岩手県内の建設後50年以上
経過する港湾施設の割合

資料：岩手県公共施設等総合管理計画
（平成30年8月改訂）

岩手県　中期財政見通し（令和３年度〜令和６年度） 単位︓億円
R2 R3 R4 R5 R6

歳入 6,893 6,374 6,558 6,445 6,463

歳出 6,952 6,431 6,656 6,567 6,631

収支 -59 -57 -98 -122 -168

岸壁(-10m) 180m
供用年数 39年

岸壁(-7.5m) 160m
供用年数 39年

岸壁(-5.5m) 270m
供用年数 36年

岸壁(-7.5m) 130m
供用年数 34年

岸壁(-7.5m) 130m
供用年数 28年

２ 久慈港の現状

岸壁(-4.5m) 600m
供用年数 52年

岸壁(-6.0m) 210m
供用年数 53年

岸壁(-4.5m) 180m
供用年数 54年 防波堤 1050..4m

供用年数 36年

防波堤 224m
供用年数 55年



（７）クルーズ船寄港状況

○ クルーズ客船について、久慈港においては、平成26年に「にっぽん丸」が初入港して以来、邦船である「にっぽん丸」と「ぱし
ふぃっく びいなす」の入港実績があります。

○ 着岸場所は諏訪下の-10m岸壁（185m）となっています。

２ 久慈港の現状

（回）

-10m岸壁 185m

-7.5m岸壁 130m

クルーズ船着岸場所⇒

クルーズ船着岸状況
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（８）みなとにおける賑わい空間

緑地公園（半崎）

○ 「もぐらんぴあ」が「みなとオアシス」に認定されており、港の交流拠点、情報発信などを担っています。
○ 久慈港内には半崎緑地公園などの緑地も整備されており、県民等に利用されています。

もぐらんぴあ

もぐらんぴあ

緑地公園

緑地公園 緑地公園

２ 久慈港の現状

緑地公園（諏訪下）



（９）防災への対応状況

○ 背後地域への津波被害の軽減と港内の静穏度確保のため、湾口防波堤の整備が進んでいます。
○ また、東日本大震災津波からの復旧により、防潮堤・陸閘・自動閉鎖システムなどが整備され、背後地を含めた港湾施設内の安全性が向上してい

ます。また、これらのハード対策に加え、県では「津波防災講座」などのソフト対策を行っています。
○ 大規模地震が発生した場合に物資の緊急輸送等に対応するため、諏訪下地区において耐震強化岸壁が計画されています。
○ 海溝型地震の発生確率が高い状況です。

「津波防災出前講座」の様子

防潮堤（諏訪下地区）整備状況

耐震強化岸壁（計画）
※大規模地震が発生した際
に、発災直後から緊急物資
等の輸送などを目的とした、
通常の岸壁よりも耐震性を
強化した岸壁。

久慈港湾口防波堤

北提 2,700m
南提 1,100m

（建設中）

防潮堤
（震災津波を契機に、
嵩上げを行った）

２ 久慈港の現状

※

参
考
：
主
な
海
溝
型
地
震
の
評

価
結
果
（
資
料
：
地
震
本
部

政

府
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
）
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（１）久慈市の人口
（２）久慈市の産業構造
（３）水産業の動向
（４）久慈市の観光入込客数
（５）久慈市沖浮体式洋上風力発電の動向
（６）震災からの復旧・復興
（７）三沿道開通による物流・人流の影響

３ 久慈市の現状と久慈港を取り巻く環境変化
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３ 久慈市の現状と久慈港を取り巻く環境変化
（１）久慈市の人口

○久慈市の人口は、県全体と同様に減少傾向にあり、令和２年には34千人となっています。
○年齢3区分別の構成では、老年人口（65歳以上）の割合が増加し、他の年代の割合が減少しています。

資料：国勢調査

（千人）



（２）久慈市の産業構造

○ 久慈市の産業構造は、岩手県と比較し、１次、２次産業の割合が大きくなってます。
○ 久慈市では、「建設業」の割合が最も多く、次いで「不動産業」「製造業」の割合が大きくなっています。
○ 年度別の推移でみると、総生産額ベースでは、２次産業の増加割合が大きくなっています。

17

1次 農業、林業、漁業など

2次 鉱工業、製造業、建設業など

3次 金融、保険、卸売り、小売り、サービス業、情報通信業など

【総生産額による産業分類】

（百万円）

３ 久慈市の現状と久慈港を取り巻く環境変化

資料：岩手県 市町村民経済計算年報



（３）水産業の動向

○ 久慈港の水産業については、漁業就業者数の減少により水揚高は全体的には減少しているが、近年はまき網船の入港により、サバ、イワシ等の
漁獲量が増加してきています。

○ 久慈港の沖合には、区画漁業権、定置漁業権、共同漁業権が設定されており、広範囲に水産活動が行われています。

-18-

区画漁業権

定置漁業権

共同漁業権

漁業権の設定位置

（トン）

（人）

さば

いわし

３ 久慈市の現状と久慈港を取り巻く環境変化

資料：久慈市統計書 資料：岩手県 令和３年度海区漁場計画（区画）
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（４）久慈市の観光入込客数

○ 久慈市の観光入込客数については、平成25年に「あまちゃん」の影響により一時的に大幅増加しました。
○ その後は、新型コロナウイルスの影響を受け減少しています。

（千人）

（千人）

H24～H27
東日本大震災で
「まちなか水族館」
として営業 H28.4.23半崎地区にてリニューアルオープン

H25.4～H25.9「あまちゃん」放送

H27.4リニューアルオープン

新型コロナウイルス対策

資料：久慈市HP

「あまちゃん」ロケ地 小袖海女センター

もぐらんぴあ（リニューアル） もぐらんぴあ（トンネル水槽）

久慈琥珀博物館 久慈海岸・小袖海岸

資料：岩手県観光統計

３ 久慈市の現状と久慈港を取り巻く環境変化



（５）久慈市沖浮体式洋上風力発電の動向

○ 「2050年カーボンニュートラル」に向けた動きの中で、洋上風力発電は、期待される再生可能エネルギーとして国内で取組が進められています。

○ 久慈市沖が「再エネ海域利用法」に基づく「一定の準備段階に進んでいる区域」に整理されており（令和３年９月）、浮体式洋上風力発電について
の調査が進められています。

○ これらの建設のためには港湾の利用が必要となっており、基地港湾に指定された４港では、洋上風力発電の建設のため港湾機能の充実を図って
います。

出典：国土交通省「2050年カーボンニュートラル実現のための基地港湾のあり方に関する検討会資料」 -20-

浮体式風力発電設備（NEDO資料より）

３ 久慈市の現状と久慈港を取り巻く環境変化



災害公営住宅整備事業

舟渡海水浴場環境整備事業 -21-

（６）震災からの復旧・復興

○ 東日本大震災津波によって久慈市についても海沿いを中心に住宅や工場などが甚大な被害を受けました。
○ この未曾有の大震災からの１日も早い復興を目指し、生活の再建をはじめとして、水産施設や観光施設などの復旧・整備、災害に強い
まちづくりのための整備等が行われました。

水産業共同利用施設復興整備事業

漁業集落防災機能強化事業

地下水族館もぐらんぴあ整備関連事業小袖海女センター建設事業
県道野田長内線道路改築

津波避難施設整備事業

河川堤防（久慈川） 防潮堤（久慈港諏訪下地区）

３ 久慈市の現状と久慈港を取り巻く環境変化
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（７）三沿道開通による物流・人流の影響

令和３年１２月に普代～久慈間が開通し、三陸沿岸道路【仙台～八戸359km（県内は213km）】が全線開通しました。
これにより、釜石自動車道（平成31年３月全線開通）、宮古盛岡横断道路（令和３年３月全線開通）と合わせて県内の復興道路が全て開通
しました。
久慈地域からも周辺の都市に対しての大幅な時間短縮が可能となり、物流においても大型車が増加するなど効果が出ています。

仙台

【開通後の所要時間】

【交通量の比較】（平日 大型車）

久慈～八戸間で
約25分短縮
久慈～宮古間で
約50分短縮

三陸沿岸道路開通後は、久慈地域においても、
大型車の交通量が従来の国道と高規格道路の
合計で約1.7倍増加。

３ 久慈市の現状と久慈港を取り巻く環境変化

資料：東北地方整備局 記者発表資料



４ 久慈港の方向性

-23-

○ 久慈港の将来に向けた課題の整理
○ 久慈港の方向性



24

〇久慈港の将来に向けた課題の整理
４ 久慈港の方向性

久慈港の特徴

物流
産業

・整備済の岸壁の最大水深が10m
・取扱貨物の全てがバラ貨物

賑わい
・海陸交通の結節点
・クルーズ客船の寄港

安全
・湾口防波堤の整備
・防潮堤の完成

久慈港を取り巻く環境

社会
経済

・人口減少、少子高齢化
・三陸沿岸道路の整備
・久慈市沖浮体式洋上風力発電の計画
・港湾施設の老朽化

物流
産業

・取扱貨物の変化
・船舶の大型化

観光 ・クルーズ船寄港（H26～）

自然
災害

・巨大地震による津波の発生の懸念
・湾口防波堤の整備
・防潮堤の完成

久慈港への要望・要請

物流
産業

・上屋、ふ頭用地の整備
・洋上風力発電設備建設に伴う基地港湾の
整備

安全
・湾口防波堤の整備
・耐震強化岸壁の整備

【いわて県民計画】
【久慈市総合計画】など

久慈港の方向性

物流・産業
産業振興に資する港湾機能の向上

賑わい・交流
観光による地域振興の推進

安全・安心
災害に強く住民や企業の安全安心な

港湾機能の強化

久慈港の主な取組（案）

＜物流・産業＞ ＜賑わい・交流＞ ＜安全・安心＞

・既存貨物及び新規産業に対応するた
めの港湾機能の検討

・クルーズ客船の受入環境の整備
・賑わいの創出

・港湾の防災機能の強化（湾口防波堤
の早期完成、耐震強化岸壁の整備）

（方向性のイメージ図）



全国の促進区域、有望な区域の指定等、整理状況
出典：国土交通省「2050年カーボンニュートラル実現の
ための基地港湾のあり方に関する検討会」より
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〇久慈港の方向性（物流・産業）
既存貨物及び新規産業に対応するための港湾機能の検討

【現状・要請】
〇 久慈港においては、バラ貨物（薪炭（PKS)・硅石・非金属鉱物、船体ブロックなど）を取り扱っている。近年では、

原木、陸上風力発電設備の部品等についても荷揚げ・保管されており、今後も取扱いが見込まれる。
〇 久慈市沖が「再エネ海域利用法」に基づく「一定の準備段階に進んでいる区域」に整理（令和３年９月）されており、早

期に有望な区域や促進区域に指定されるよう取組を進めている。

【課題・今後の検討の方向性（案）】
〇 バラ貨物（薪炭（PKS)・硅石・非金属鉱物、船体ブロックなど）や原木、陸上風力発電設備の部品等の取扱い、さ

らには、浮体式洋上風力発電設備の組立等に対応するために、港湾機能の検討をする必要がある。

諏訪下地区で荷役状況

諏訪下地区での薪炭（PKS)の荷揚げ 陸上風力発電設備の部品の荷揚げ

新規産業 港湾機能の検討が必要

半崎地区の利用状況

船体ブロックの移出

４ 久慈港の方向性
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〇 久慈港の方向性（賑わい・交流）
クルーズ客船の受入環境の整備による賑わいの創出

【現状・要請】
〇 久慈港においては、平成26年７月に「にっぽん丸」が客船として初寄港した。以降、「ぱしふぃっくびいな

す」と「にっぽん丸」が年間１～３回寄港している。（令和２・３年度はコロナの影響により寄港なし）

【課題・今後の検討の方向性（案）】
〇 クルーズ客船寄港時の歓迎対応における関係機関との連携、魅力的なオプショナルツアーの提案等、寄港拡大によ

る賑わいの創出のためのクルーズ船の受入環境の整備を検討する必要があります。

諏訪下地区での客船入港状況（水深10m岸壁に接岸）

にっぽん丸 ぱしふぃっくびいなす

「にっぽん丸」入港時の歓迎セレモニー

４ 久慈港の方向性

オプショナルツアー（例）



〇久慈港の方向性（安全・安心）
港湾の防災機能強化（湾口防波堤の早期完成、耐震強化岸壁の整備）

-27-

【現状・要請】
〇 湾口地区湾口防波堤について、令和15年度の完成を目指して整備が進めれている。
〇 防潮堤は全て完成。
〇 諏訪下地区の耐震強化岸壁は未整備である。
〇 湾口防波堤及び耐震強化岸壁について、早期整備の要請がある。

【課題・今後の検討の方向性（案）】
〇 津波対策のため、湾口防波堤の早期完成が必要
〇 港湾BCPの確実な実施のため、ソフト対策や耐震強化岸壁の整備を含めた、防災機能の強化について検討する必

要がある。

湾口地区

半崎地区

諏訪下地区

玉の脇地区
諏訪下地区

耐震強化岸壁

４ 久慈港の方向性



５ 参考資料
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（１）国の港湾の中長期政策 「PORT 2030」
（２）東北港湾ビジョン ～環境・エネルギー新時代を創造、東北港湾の決意～

（３）いわて県民計画
（４）第２次久慈市総合計画
（５）2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略
（６）第２次岩手県地球温暖化対策実行計画～いわてゼロカーボン戦略～

（７）第2期岩手県海洋エネルギー関連産業創出ビジョン
（８）SDGsに向けた取組
（９）我が国で増加する自然災害のリスク
（１０）港湾の強靭化
（１１）インフラストックの適正化
（１２）港湾物流のDX
（１３）長期構想の参考例（宮古港）



（１）国の港湾の中長期政策 「PORT 2030」 -１

○港湾の中長期政策では、国内外の社会情勢の展望、港湾政策の基本的理念に基づき、2030年の港湾が果たすべき役割が示
され、8つの方向性が提示されています。

○久慈港の長期構想策定に向けては、港湾の中長期政策の方向性（8本柱）を考慮し、経済社会の新たな潮流と環境変化を踏ま
え、総合的な港湾空間の形成とその在り方について検討する必要があります。

５ 参考資料

資料：港湾の中長期政策「PORT2030」の概要
-29-



（１）国の港湾の中長期政策 「PORT 2030」 -２

○港湾の中長期政策「PORT 2030」に示されている基本的理念（5つ）及び方向性（8つ）の概要は以下のとおりです。

港湾政策の基本理念 概 要

1．地政学的な変化やグローバルな視
点を意識する

○世界の新興国の発展及びそれに伴う我が国の産業・物流構造の変化に対応。
○アジア近隣諸国の物流戦略等を意識して港湾を進化。
○我が国の産業にとって効率的かつ迅速な航路網を構築。
○荷主・物流事業者等と連携し、海外からの集貨や日本からの輸出強化に取組。

2．地域とともに考える ○地域の物流・産業・文化等の特徴に合った競争力のある港湾を整備。

3．「施設提供型」から「ソリューション
提供型」に発展させる

○港湾での先導的な取組が社会にもたらす価値をより一層強く意識。
○コンテナ貨物や資源・エネルギー等のバルク貨物も含め、安定した輸送サービスを実現することを目指す。

4．「賢く」使う ○既存インフラの価値の最大化を図る。

5．港湾を「進化」させる ○世界と日本、国内各地をつなぐ「Connected Port」としての役割を果たす。
○AIやIoT等を実装した世界最高水準の生産性を有する港湾物流サービスを生み出す。

中長期政策の方向性 概 要

1．グローバルバリューチェーンを支え
る海上輸送網の構築

○貨物の特性や企業のニーズに合った多様な輸送の選択肢を確保。

2．持続可能で新たな価値を創造する
国内物流体系の構築

○情報通信技術や自動化技術を効果的に活用することにより、物流コストの低減やリードタイムの短縮を図る。
○モーダルシフトを推進することにより、ドライバー不足等の国内物流に対する陸上輸送の逼迫感を軽減。

3．列島のクルーズアイランド化 ○国内各地の魅力有る地域観光資源と融合したクルーズビジネスの育成により、海の国際交流拠点を形成。

4．ブランド価値を生む空間形成 ○港湾機能の再配置により、物流や賑わいなど港湾空間の価値を総合的に高め、訪れたくなる「みなとまち」形成を図る。

5．新たな資源エネルギーの受入・供
給等の拠点形成

○資源エネルギーの安定的かつ安価な供給の実現、調達先の多様化による輸送リスクの低減とサプライチェーンの強靱化。

6．港湾・物流活動のグリーン化 ○港湾空間を先進的な環境対策の場として活用することにより、世界をリードする環境対策を推進し温暖化防止に寄与。

7．情報通信技術を活用した港湾のス
マート化・強靱化

○多様な分野で、港湾情報を核とした新たな情報活用ビジネス・サービスを創出。
○緊急物資・救援部隊の輸送を円滑化するとともに、物流機能の維持に寄与。

8．港湾建設・維持管理技術の変革と
海外展開

○新技術導入による港湾建設・維持管理の現場における生産性と安全性の向上を図る。
○技術基準の海外展開と国際標準化を進め、我が国の企業が海外で円滑に港湾事業を実施できる環境を整備。

資料：港湾の中長期政策「PORT2030」～主な施策～
-30-

港湾政策の基本的理念

港湾政策の方向性

５ 参考資料



（２）東北港湾ビジョン ～環境・エネルギー新時代を創造、東北港湾の決意～

○港湾を取り巻く情勢の変化に応じて、東北地方の港湾の10年から15年先の目指すべき方向性として３つの目標と、それらを実
現するための６つの戦略を設定しています。

-31-

東北港湾ビジョンの目標・戦略

目標１
東北経済を索引
する物流・産業拠
点の形成

戦略1-1,1-2,1-3

目標２
地域の賑わい創
出や豊かな環境
の形成

戦略2-1,2-2

目標３
安全・安心な港湾
の形成

戦略3

５ 参考資料



（３）いわて県民計画
【いわて県民計画（2019～2028）】
県の政策推進の方向性や具体的な取組を示す最上位の計画であり、この総合計画のもとで、各分野の個別計画やビジョンを策定しているほ
か、毎年度の予算編成なども行っています。

県が取り組む具体的な推進方策では、港湾機能の充実やポートセールス及びクルーズ船の寄港拡大等が掲げられています。

-32-

政策推進の基本方向復興推進の基本方向

５ 参考資料
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（４）第２次久慈市総合計画

○ 久慈市では、市を取り巻く環境の変化に対応できるよう市民のニーズを捉え、市民の参画のもとに、目指す将来の
久慈市の姿を実現するための各種取り組みを推進するため、第２次久慈市総合計画を策定しています。
○ 港湾整備の促進として、港湾機能の強化や湾港防波堤の整備促進及び港湾の利用促進が掲げられています。

５ 参考資料



（５）2050年カーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略

○国が2050年カーボンニュートラ
ルを宣言したことを踏まえ、経
済産業省が中心となり、関係省
庁と連携して「2050年カーボン
ニュートラルに伴うグリーン成
長戦略」を策定しました。

○産業政策・エネルギー政策の
両面から、成長が期待される14
の重要分野について実行計画
を策定し、国として高い目標を
掲げ、可能な限り具体的な見
通しを提示するものです。

○これら１４の重点分野を考えな
がら、港湾としての取組を検討
していきます。

-34-

５ 参考資料
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（６）第２次岩手県地球温暖化対策実行計画～いわてゼロカーボン戦略～

岩手県では、地球温暖化対策の推進に基づき、「第2次岩手県地球温暖化対策実行計画」を策定し、2050年度の温室効
果ガス排出量の実質ゼロを目指し、2030年度における本県の温室効果ガス排出削減割合を41%、再生可能エネルギーによ
る電力自給率を65%とすることを目標として掲げています。

なお、国が2030年度の温室効果ガス排出量を46%削減することについて宣言したことを受け、当計画の目標についても、
今後上方修正する見込みとなっています。
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再生可能エネルギー電力自給率温室効果ガス排出削減割合

５ 参考資料
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（７）第2期岩手県海洋エネルギー関連産業創出ビジョン

東日本大震災津波による地域におけるエネルギー確保の重要性の認識、世界的な課題となっている地球温暖化への対応等、再生可能エネ
ルギーの導入に向けた取組が進んでいます。

岩手県では、「いわて県民計画」や「第2次岩手県地球温暖化対策実行計画～いわてゼロカーボン戦略～」に関連して、脱炭素化の推進、
地域の活性化に大きく貢献する海洋エネルギーの実用化、および海洋エネルギー関連産業の創出に向け、「第2期岩手県海洋エネルギー関連
産業創出ビジョン」を令和３年１２月に策定しており、久慈地域についても浮体式洋上風力発電による関連産業の創出などを目指していま
す。

○持続的なイノベーションと海洋エネルギー関連産業の創出
○地球温暖化対策と脱炭素化社会の形成

将来の地域社会の姿（おおむね10年後）リーディングプロジェクトの推進

-36-

５ 参考資料



（８）SDGsに向けた取組

○SDGsとは？
SDGｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）は、「誰一人取り残さない」持続可能
でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標。2015年の国連サミットにおいて全ての加盟国が合意し
た「持続可能な開発のための2030アジェンダ」の中で掲げられました。2030年を達成年限とし、17の
ゴールと169のターゲットから構成されています。

-37-

なお国土交通省においても、港湾整備等を通じてSDGｓ達成に資する取組
を全国各地で実施しています。

久慈港長期構想についても、SDGs達成のための取組を考えながら検討を
行っていきます。

５ 参考資料



（９）我が国で増加する自然災害のリスク

○南海トラフ沿い、日本海溝沿い、千島海溝沿いなどの海溝型地震による、今後30年以内の大規模地震の発生が高確率
で予想されており、それに伴う巨大津波の発生も懸念されています。
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資料：地震本部 政府地震調査研究推進本部

確率論的地震動予測地図
今後３０年間に震度６弱以上の揺れに見舞われる確率

主な海溝型地震の評価結果

５ 参考資料



（１０）港湾の強靭化

○ 南海トラフや日本海溝・千島海溝沿い等の大規模地震の切迫性が懸念されるなか、国において、港湾における津波対策とし
て津波来襲時に想定される船舶に起こり得るリスクの低減に向けた検討を行い、取りまとめを行っています。

○ 今後は取りまとめ内容に基づき、港湾の施設の技術上の基準の改訂などに反映させていく予定です。
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国土交通省港湾局「海・船の視点から見た港湾強靭化検討委員会」

５ 参考資料



（１１）インフラストックの適正化

○ 国民生活や社会経済活動を支えるインフラの老朽化が進む中、インフラの機能に支障が生じる前に修繕等の
対策を行う「予防保全」への本格的な転換が不可欠となっています。

○これに加え、新技術の活用や集約・再編等の工夫に取り組み、インフラ管理の最適化を図ることで、将来のイン
フラへの投資余力を確保する必要があります。
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５ 参考資料



（１２）港湾物流のDX

世界では、あらゆる産業において新たなデジタル技術を利用してこれまでにないビジネス・モデルが展開されており、
競争力維持・強化のために、デジタルトランスフォーメーション(DX：Digital Transformation)をスピーディーに進め
ていくことが求められています。

国土交通省では、建設・物流分野において、大胆な効率化等に向けて、リアルデータを積極的に活用し公共事業等の
デジタル化に踏み込み、施策の迅速化を図るとともに、新型コロナウイルス感染症対策を契機に、感染拡大防止につな
がるリモート化、省人化に取り組むことにより、抜本的な生産性の向上を期するDXを加速する取組を推進しています。
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港湾におけるDX（デジタルトランスフォーメーション）を通じた抜本的な生産性の向上

出典：港湾におけるDX（デジタルトランスフォーメーション）を通じた抜本的な生産性の向上 国土交通省

５ 参考資料



（１３）長期構想の参考例（宮古港） ※令和３年２月 岩手県作成
５ 参考資料
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